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チャンピオン獲得、
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各支部のみなさん、明けまして、おめでとうごさいます。 会におきましては従来のものにほぼ近くなり、マシン

昨年は、 5月i日より実施された新車両規定のため、 の安全面・性能菌の向上が図られ、安心してf矧産・参

全日本ラリ ー選手権での四国の一戦が中止になったの 加できるようになったことと思います。

を始め、各地で、いくつかの競技会が延期もしくは中 ラリーへダートトライアルへ、さらにレースへと昨年

春
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止となりました。 以上にみなさんの積極的な活動を期待してやみませんo

競技会開催に尽力つくされた幹部の方々を始め、競技 さらに全国でも 11支部を数え、組織的に運営している

会委員を努められた方々ならひ1こ参加した選手の方々 CMSCならではの新たな視点でイベン卜を創造し、

1¥CAU GRAM 
など、みなさまにおかれましても、大変な一年であっ 日本モータースポーツ界全体の振興を共に図っていき

CMSC本部 たことでしょう 。本当にご苦労さまでした。 たいと念、品質します。

外川一雄会長 今年はご存じのように車両規定も、準圏内以上の競技 今年もみなさんのより一層の活躍をお祈りいたします。



主眼旦竺栃木 '1建

TgZFZLfsUGo耐久レー
チェッカ一目指し、クラブ全員

筑波耐久300kmレース 11月3日(執

菅生チャレンン300km耐久レース 11月16日(日)

不安と興奮が交差する CMSC栃木のヒントクJレー達(SU G 0) 

最近盛り上がってき たクループA耐久レースに刺激さ

れ、 並木松雄、稲見孝雄のふたりがレース参加するこ

とになった。レースの経験はないか、サーキット走行や

ラリーアートレーシンクスクール参加の市頚実を持ち、

ダート やラリーに参戦している中堅ドライパーである。

8月上旬に参加が決定。稲見君の BIIランサーをグル

ープAに改造すると なったが、 ランサのレ ス仕様

というのは聞いたことも見たこともない。パーツはそ

ろうのか心配だったが、世の中広いものでサスを造っ

てくれるところがあり、ひと安心。エンジンは同十久とい

うこともあり、ノ ーマルでいくこ とにした。次に耐久

では重要な存在のピッ トクルーだが、 経験者がいない。

なにしろすべてが未体験ゾーンなのだ。希望者で問に

ない、競技車をトラックに積みこんだら、 11時を回つ もとに車両を改良、タイヤ交換や燃半将南給、ドライバー

ていた。当日は 8時3(}介に受付、分刻みで車検、予選、 交替の綿密なスケジュールを立て、ピットクルーの練

〉対券とつづく 。不慣れな我がチームは、それだけで精 習を行なった。今回は予選力、なく、受付順に参加受理

一杯。緊張の内に予選終了。結果は予選落ち。当然と される。まちがいなく レースに出るわけだ。

いえば当然の結果だった。しかし予選落ちによる IOOkm 前夜11時に出発、 7時着。2回固なのて余裕がある。

のコンソレーションレースがあり(実はこれがあるので ただ、ちらつく小雪と真冬のごとき寒さ、強い西風には

参加 したのだ)、これには無事出場となった。 閉口した。午後|時2(}介ころローリ ングでスター卜 。

いよいよ;対弘スター卜は変則ル・マン式。女性へルノT 気星のせいかタイヤも予想外に持ち、交換なし。燃料

がコースを横ぎりドライパーにタッチしてスター卜 儒教含も|因。|日|周でチェッ力一。18位てdあった。

となる。|周目は7番手て通過。以後若干順位が上がる 2回のレースを通じて、その面白さカ、少しつつ判って

ものの他のチ ムがピコ卜インし始めると、さっぱり きた。特にクラブ員全員てチェッカーを目指す雰囲気

半IJらない。無我夢中で49.周のレースが終った。 には今までにない一体感があり、クラブ内のまとまり

結果は5位。驚くと同時に、賞とは無縁だと思っていた を一層強めてくれるものと確信した。これからも事情

合わす。 だけに嬉しさはひとしお。チーム全員で表彰式に出て、 の許す限りレースに参加していくつもりである。

取り寄せた特)jIJl顕リ書と JI頁と首っ号|きて箪ができあ 帰ってから大いに祝杯を上げたことはいうまでもない。 (CM S C栃木 町田俊英)

がったのは前日の夜。それからヒ。ット作業の練習を行 つつくスポーツラン ドSUGOでのレース。前回の反省を
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SUGOでのスター卜風景 筑波サーキン卜を攻めた並木 稲見組ランサー

北から西から、

謹賀新年
CMSC帯広(青沼達也事務局長)

今年も氷」ニトライ戸ルを中山lこ、ラリ とダ

ートラを合計4戦主催します。大勢の人達に

楽しんでもらい、メジャー芯スポーツ|こ怠る

よう頑張りたいとクラブ員一同奮闘中です。

CMSC札幌(清水勝事務局長)

会長自らガスタリオンで走るのを始め、イベ

ントに参加する人ガ舎年は僧えそうです。2

月か3月にはミーティングを兼ねて、ジユ二

戸育成のダートラの練習会を予定しています。

CMSC青森(館山正嗣事務局長)

1月24. 25日に東北チャンピオンシリーズ第

オ載のウインターラリーを主催、また2月に

はダートトライヨヲルの予定も。楽しく見せる

ものにしたいので、よろしくお願いします。

CMSC岩手(佐々木学会長)

舎年はクラブ員のレベル戸ッフのために、主

催は7用のダートラ県シリーズのみ。そのか

わりクラブ員を多くの競授会lこエントリーさ

せ、実戦をとおして成長を図ります。

CMSC山形(小川日出生会長)

月1-2回の練習会で戦力戸ツブ。東北シリ

ーズのラリー、県シリーズのタートラにはコ

ルディヨコ3台で、またミラージュカップも一

戦参戦の予定。とにかく前向きの一年です。

CMSC福島(菅野茂会長)

2-3年前から着手ガ育ってきました。今年

はそろそろクラブ主催のトライアルをと考え

ています。県シリーズ後半ぐらいのつもりで。

いずれはラリーも開催しだいと思ってます。

CMSC栃木(町田俊英事務局長)

耐久レースへの参加は、フラフ買のいい勉強

lこなったようです。さき年は6戦ぐらいにi留や

し、本絡的に取り組みたい。また5月lこはダ

ートラ、 10月|こはラリ を主催します。

CMSC群馬(荒井信介会長)

昨年はクラブ初のダ トトライ戸ルを主催。

舎年の計画はまだ未定ですが、前向きの活動

をしていくつもりです。練習は個人個人に任

せていましたが、今後は練習会を開きたい。

CMSC岐阜(水野国幸事務局長)

地区ごと3ケ所ぐらい!こ分かれて練習会を行

なってきましだガ、今年lまひとりひとりのレ

ベル戸ツブを図るために、練習会を充実。実

戦へも積極的に参加していくつもりです。

CMSC香川I(田中昭男会長)

さき年は2月と7月の四国ダートラシリーズ戦

の開催や2固のフpミリーラリー、夏のキャ

ンプ、月2回の練習会などをとおして、楽し

くモータースポーツを広めていきだいです。

CMSC島根(杉坂啓一会長)

今年も日本海ダートトライ戸ルチャンピオン

シリーズのひとつを主催。当クラブから最も

参加者の多いシリーズ戦でもあり、主催者と

しても、参加者としても頑張るつもりです。
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